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昨年度に続き、本年度も感染症対策のため，様々な学校行事が中

止・変更となりました。７月～9 月にかけての新型コロナ感染症の

蔓延状況は、2 学期開始以降の学校教育活動にも大きな影響を及ぼ

しました。特に，保護者・地域の皆様には，子供たちの教育活動の

様子を見ていただく機会が大幅に減ってしまい、教職員一同残念な

気持ちでいっぱいです。   

11 月５日（金）には，毎年行っております，この地区の特産品で

ある「ころ柿」について学ぶ「ころ柿集会」を行いました。こち

らも，感染症対策を講じた上で実施が可能か検討を重ね，例年とは

少し違った形で実施いたしました。今年は昨年に続き柿が不作で，

柿が必要分用意できるか心配しましたが、小林俊彦様（甲州市教育

長）からたくさんの柿を分けていただき，3年生が柿畑に柿もぎに

行きました。予想をはるかに上回るたくさんの柿を収穫できて児童

も大喜びでした。当日は，3 年生がこれまでに学習した成果をビデ

オにまとめ、発表を行いました。ビデオはとても工夫されていて楽

しく発表され、児童は地域の大切な産業，特産品であるころ柿につ

いて学びを深めました。この時間先生方は教室で児童分の柿の「肩

取り」をせっせと行っていました。柿は１人 2 個で予備も含めて６

００個以上ありました。児童が教室に来る前に少し難しい肩取りを

済ませておこうという作戦です。その後、ころ柿ボランティアとして

ご協力いただきました２名の方（新田様，古明地様）とＪＡの指導員

９名にご指導・お手伝いいただきながら，柿をむいたり，干すための

ひもをかけたりしました。そして全校児童が遠巻きに見守る中「硫黄

燻蒸」まで行っていただきました。本当にありがとうございました。 

11 月 1３日（土）には，「校内マラソン大会」を行いました。

昨年度に引き続き走る順番は、低学年が終了後中学年が，中学年が終了後に高学年が走る形を取りま

した。そのため，立哨等にご協力いただいた皆様には，長い時間ご協力をお願いすることになってし

まいました。当日は晴天に恵まれ、大勢のＰＴＡ役員及び保護者の皆様，交通安全協会の皆様，駐在

員の吉田様にご協力をいただく中で，事故や大きなけがもなく安全に行うことができました。本当に

ありがとうございました。子供たちが苦しさに耐え一生懸命走る姿は、それだけで感動を誘います。

そして何よりも、子供たちの中から自然と出てくる友達を応援する掛け声は、とても温かいものを感

ころ柿集会・校内マラソン大会へのご協力に感謝 



「い・じ・り」（い…1ｍ以上離れよう。じ…時間をかけて手を洗おう。り…利用しようマスク） 

じさせてくれました。中には、仲の良い友達を待っていたのでしょ

うか、校庭で立ったまま心配そうにずっと校門のほうを見つめてい

た児童もいて、友達のゴールとともに駆け寄っていく姿には胸を熱

くさせられました。 

どちらの行事も，地域の皆様のご理解とご協力なくして実施でき

ないものでした。本当に感謝です。ありがとうございました。 

 

 

 

５年生が甲府愛宕山に林間学校に行きました。オリエンテーリングや「焼杉」を行ってきました。 

例年は一泊二日の自然体験型の校外学習ですが、コロナ禍での延期により日帰りでの実施になりました。

それでも出発前の 5 年生はみな、わくわくした感じが顔からにじみ出ていました。私は連れて行っては

もらえませんでしたが、聞くところによるとオリエンテーリングも張り切って行い、予定時間より 1 時

間も早く、ポイントも全部クリアして終了してしまったとのことです。また、学校に戻ってきた 5 年生

が手に持っている「焼杉」を見てると、どれも素晴らしい仕上がりで驚かされました。5 年生にとって

本当に充実した 1日となったようでした。 

林間学校 

－ い・じ・り・の・こ － 

井尻小に赴任してい以来、不思議に思っていたことがありました。それは校庭の砂場にシ

ートがかれていることです。せっかくの砂場なのに児童が遊ぶことができません。陸上記録

会の練習の時に外していましたが、それが終わると、また元の通りシートがかけられました。

最初は雨除けのためにかけているのだと思いましたが、学校の遊び場である砂場が雨にぬれ

ても困ることは何もないですし、だいたいシートの脇から水はどんどん砂場に侵入していま

す。侵入した水はシートがあるため、いつまでたっても乾かずじめじめしています。これで

は逆効果です。 

ところがそうではありませんでした。シートがかけられた理由は「犬猫の糞尿対策」だっ

たようです。たしかに児童の大切な遊び場である「砂場」に、犬猫の糞尿があったのでは使

い物になりません。衛生面から言っても使わせることはできません。もうずいぶん前から校

庭を歩くような野良犬を見かけることもなくなりました。しかし、散歩コースになっている

歩道を見ると、犬の糞が何か所も落ちています。公共の場ですから皆で利用することは良い

ことです。しかし少しでもできる対策として、学校の校庭にペットを連れてくることはご遠

慮願えれば幸いと考えます。 

砂場のシートは外して児童に開放いたしました。再び砂場にシートをかけることが無いよう

地域全体で見守っていってもらえればと思います。よろしくお願いいたします。

                           



 

※  

※  

※ お知らせ（職員が増えました。） 

スクールサポートスタッフ：飯島 南（9 月～），学習支援員：真島 陸斗（11 月～水・金） 

 

『 愛（ I ）がいっぱい I J I R I 小 』 
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   👁 目でみて気づき 

愛

ｱｲ

   ♥ 思いやりの心で考え 

Ⅰ

ｱｲ

    自分で実行する 

 


